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令和７年度 第４回 丹波篠山市環境審議会 会議録 

 

記録：農村環境課 

■開催日時 

令和７年８月 27 日（水） 19 時 00 分～20 時 00 分 

 

■開催場所 

四季の森生涯学習センター東館 大会議室 

 

■出席者 

委員 12名 
 

事務局４名 

 

■欠席者 

委員 8名（うち４名委任有） 

 

■傍聴者 

0 名 

 

■会議の要旨 

以下のとおり 

 

 

 

 

1. 開会 

 

 

2. 会長あいさつ 

 

 

3. 審議事項 

（1） 第 3次環境基本計画案（答申案）について 

事務局 

 

 

 

（資料に基づき説明）  

成果指標については、審議会後に関係課に確認を依頼する予定

である。その後、再度答申案を各委員に提示し、書面議決という形

を取らせていただきたい。 
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A 委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

A 委員 

 

 

事務局 

 

B 委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

C 委員 

 

 

 

 

副会長 

 

C 委員 

 

 

 

D 委員 

 

 

≪P.48、P.62～P.63≫ 

リーディングプロジェクトで提案されている「ワーキングチ

ーム」と、「庁内推進会議のワーキングチーム」は同じものか。 

 

これらは異なるものである。P.48 のものは市役所内のワーキ

ングチームであり、P.62～P.63 で提案しているものは、環境審

議会の中に新たに設置するチームである。名称については混乱

を避けるために変更する。 

 

≪P.6≫ 

「環境は農業・林業にうまく活かせ」の後の文字が切れている

ので修正願いたい。 

 

修正する。 

 

黒枝豆の剪定枝などをバイオ炭として活用し、J-クレジットに

もつなげる取り組みを計画に盛り込めないか。 

 

P.58 の「3-3 未利用バイオマスの利活用の促進」に該当する

可能性がある。ただし、環境基本計画と農都創造計画のどちら

に盛り込むべきか、両計画の整合性を考慮し、内部で調整する

必要がある。 

 

≪P.58≫ 

「3-5 鳥獣被害防止対策とジビエの利活用の推進」について、

事業例に獣害被害防止対策については記載されているが、ジビ

エの利活用の推進に関する事業がない。参考例となるような取

り組みはあるか。 

 

市役所と一緒に取り組んでいるものはないが、有害捕獲個体

の有効活用に取り組んでいる事例はある。 

ジビエの他に、例えば犬用のジャーキーに利用されている事

例もある。幅を広げて考えていっても良いのでは。 

 

≪P.44、P.84≫ 

P.84 の導入状況において蓄電池が入っているが、P.44 の成果

指標には入っていない理由は何か。 
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事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

E 委員 

 

 

事務局 

 

 

 

E 委員 

 

 

事務局 

 

 

理由が不明なため、内部で精査させていただく。 

 

≪P.40≫ 

成果指標のセクションが唐突に出てきている印象を受ける。

成果指標が何であるかという前段の説明が必要ではないか。 

また、「２次計画と同様の数値目標を目指す」や「伸び率相当

の増加を目指す」といった表現が非常に分かりにくいため、具

体的な参照箇所を括弧付けで示すなど、理解を深める工夫が必

要ではないか。 

 

成果指標の趣旨に関する説明を追加する。 

また、目標設定にあたっての考え方の表記方法については、第

２次計画の目標が未達成だったため踏襲したという背景を説明

し、より分かりやすい表現への修正と参照箇所の明記を検討す

る。 

 

第３次総合計画と連動している目標値について、なぜこの目

標値なのかという理由は第３次総合計画に記載されているのだ

ろうか。 

 

目標値が変更になったものや新たに追加されたものがある。

理由は第３次総合計画には記載されていないが、事務局に寄せ

られた意見として記録が残っており、振り返れば分かると思う。 

 

≪P.68～P.84≫ 

グラフの縦軸がゼロから始まっているものと、そうでないも

のがあり、統一性がなく分かりにくい。 

 

スペースの問題でゼロから始まっていないグラフがある。省

略記号を入れることで対応する。 

 

≪P.69≫ 

平均気温のグラフで平成 26 年のデータが欠けているのはな

ぜか。 

 

平成 26 年のデータについては、観測所のデータが資料不足の

ため欠損となっている。 
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F 委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

F 委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

F 委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

≪P.57≫ 

「サギとの共生対策」について、「共生」というのはどのよう

なレベルを指すのか。 

 

サギの楽園にすることが目的ではない。騒音や匂いなど住民

への被害を考慮し、巣を全て駆除するのではなく、住宅地の近

くに営巣しないよう少し離れた場所へ誘導するなどの事前策を

行っていくという趣旨である。 

 

≪P.4～P.5≫ 

写真のキャプションに句点が使われている意図は何か。 

また、「いろんな」と「色々な」など、漢字とひらがなの使い

分けに統一性がない。 

 

句点に深い意味はなく、柔らかい印象にするために入れてい

る。表記の揺れについては改めてチェックする。 

 

≪P.10≫ 

「やさしいバス」というキャプションは、何を指しているの

か。 

 

利用者に合わせてくれるデマンドバスの利便性を表現したか

ったため、「やさしい」という言葉を使用している。 

 

リーディングプロジェクトにおける「エコ・ティーチャー」の

具体的な進め方については、協働プロジェクトのようにワーキ

ングチームを設置して検討するのか、それとも別の進め方を想

定しているのか。 

 

現時点では、エコ・ティーチャーについては事務局が個別具体

的に検討して進めたい。ただし、協働プロジェクト側で人材育

成の強化が課題となれば、その一環としてエコ・ティーチャー

がプロジェクトに組み込まれる可能性もあり、臨機応変に対応

する。 
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4. その他 

事務局 ⚫ お堀の水草採りボランティアについて 

9 月 18 日（木）に篠山城跡東堀のヒシ取り作業を行う予定

です。 

 

⚫ 環境セミナーについて 

８月 31 日（日）に環境セミナーを開催します。正木明氏に

よる気候変動や生物多様性についての講演を行います。 

審議会委員の皆様のご参加もお待ちしています。 

 

 

 

5. 閉会 


